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2ス ギザ イ ノタマバエ 成 虫の季節的 変化に 関 す る調査

汰 木 達 郎

本調査は成虫の個体数の季節的変化を知るために下記の要領で実施した。

1試 験地の状況

A場 所1林 班は小班内(お びす ぎ、めあさ)

B試 験個所10個 所

C試 験紙の設置方法 蝿敬 リボンを樹幹(間 隔100m)に 沿つて地上約21n～5mの 間につ

り下げて凄く。 この際両端は樹幹に固定 してお くこと、

D調 査月日 毎週1回 宛

皿 調 査 方 法

A個 体調査に当つては リボンの内側、外側に分けて成虫の付着数を記録する。

B調 査後は同一個所に全じ要領で リボンを更新する。

皿 結 果

本調査は下表に示す如 く昭和42年8月 より実施 したため資料に乏 しく、まだ結論は得 られ

左いが、今後継続 してゆけば、成虫に対する防除の時季等にっいて有効な結果が得 られるも.の

と思われる。
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